
JP 2020-528571 A5 2021.7.26

10
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【公表番号】特表2020-528571(P2020-528571A)
【公表日】令和2年9月24日(2020.9.24)
【年通号数】公開・登録公報2020-039
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【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｃ   7/10     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｃ    7/10     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    5/32     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年5月19日(2021.5.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　－　基板（１０１、２０１、３０１）、及び
　－　前記基板（１０１、２０１、３０１）の少なくとも一部を覆うホログラフィック導
波管（１０２、２０２、３０２）を少なくとも含む光学物品（１００、２００、３００）
であって、
　前記ホログラフィック導波管（１０２、２０２、３０２）は、
　－　その少なくとも１つが前記基板（１０１、２０１、３０１）の表面（１０１ａ、２
０１ａ、３０１ａ）に適合する２つの主面（１０３、１０４、２０３、２０４、３０３、
３０４）、及び、
　－　少なくとも第１及び第２の区域（Ｚ１、Ｚ２）であって、前記第１及び第２の区域
（Ｚ１、Ｚ２）の一方に入射する光が前記第１及び第２の区域（Ｚ２、Ｚ１）の他方の区
域の方向に少なくとも部分的に誘導されるように構成された少なくとも第１及び第２の区
域（Ｚ１、Ｚ２）を含む、光学物品（１００、２００、３００）。
【請求項２】
　－　前記ホログラフィック導波管（１０２、２０２、３０２）はさらに１つの周辺縁（
１０５、２０５、３０５）を含み、
　－　前記第１の区域（Ｚ１）は前記ホログラフィック導波管の前記周辺縁の少なくとも
一部分を含み、
　－　前記第２の区域（Ｚ２）は前記ホログラフィック導波管（１０２、２０２、３０２
）の主面の一方の主面の少なくとも一部分を含む、請求項１に記載の光学物品（１００、
２００、３００）。
【請求項３】
　前記ホログラフィック導波管（１０２、２０２、３０２）は前記基板の前記表面の少な
くとも１０％にわたって、好適には前記表面の少なくとも５０％にわたって、さらに好適
には前記表面の少なくとも７０％にわたって、さらに好適には前記基板の全表面にわたっ
て延びる、ことを特徴とする請求項１又は２に記載の光学物品（１００、２００、３００
）。
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【請求項４】
　複数のホログラフィック導波管を含むことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項
に記載の光学物品（１００、２００、３００）。
【請求項５】
　各ホログラフィック導波管はそれぞれ異なる波長の光をそのそれぞれの第１及び第２の
区域間に選択的に伝搬させるように構成される、ことを特徴とする請求項４に記載の光学
物品（１００、２００、３００）。
【請求項６】
　各ホログラフィック導波管により伝播される光線は前記ホログラフィック導波管のそれ
ぞれの第２の区域（Ｚ２）に対する法線に対する様々な角度に従って前記第２の区域（Ｚ
２）に出入りする、ことを特徴とする請求項４又は５に記載の光学物品（１００、２００
、３００）。
【請求項７】
　－　前記光学物品はさらに、前記ホログラフィック導波管の一方の主面の周囲に位置し
光を前記ホログラフィック導波管中へ結合する又はそれから結合解除するように構成され
た結合装置（ＣＤ）を含み、
　－　前記結合装置（ＣＤ）は好適には被膜又は格子のうちの１つから選択される、こと
を特徴とする請求項１乃至６のいずれか一項に記載の光学物品（１００、２００、３００
）。
【請求項８】
　前記第１の区域（Ｚ１）は、前記ホログラフィック導波管の周辺縁の少なくとも５０％
にわたって、好適には前記周辺縁の少なくとも７０％にわたって、さらに好適には前記周
辺縁の全表面にわたって延びることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか一項に記載の
光学物品（１００、２００、３００）。
【請求項９】
　前記基板は以下のもの：
　－　平面基板（１０１）、
　－　湾曲基板（２０１）、
　－　半完成レンズブランク（２０１）又は眼科用レンズ（３０１）、
からなるグループから選択されることを特徴とする請求項１乃至８のいずれか一項に記載
の光学物品（１００、２００、３００）。
【請求項１０】
　前記ホログラフィック導波管（２０２、３０２）の前記主面（２０３、２０４、３０３
、３０４）の少なくとも１つは前記基板（２０１、３０１）の曲面（２０１ａ、３０１ａ
）に対して平行に延びることを特徴とする請求項１乃至９のいずれか一項に記載の光学物
品（２００、３００）。
【請求項１１】
　前記ホログラフィック導波管の２つの前記主面は前面及び裏面を形成し、前記裏面は装
着者の眼の方向へ向けられるように意図され、前記前面は外部環境の方向へ向けられるよ
うに意図されていることと、
　前記第２の区域は入力区域であり前記第１の区域は出力区域であることを特徴とする請
求項１乃至１０のいずれか一項に記載の光学物品（１００、２００、３００）。
【請求項１２】
　光学装置であって、
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の光学物品（１００、２００、３００）を含み、
　－　少なくとも１つのセンサ（Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、Ｓ４）、太陽電池、前記第１の区域
（Ｚ１）において出力される光又は請求項７に記載の結合装置（ＣＤ）により出力される
光を受信するように構成された光トラップ又は吸収器、又は
　－　前記ホログラフィック導波管（ＨＷ）中に結合されるように意図された光を前記第
２の区域（Ｚ２）の方向に発射するように構成された少なくとも１つの発光体（ＬＥ）を
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さらに含む光学装置。
【請求項１３】
　前記光学物品（１００、２００、３００）はフレーム上の取り付けられるように意図さ
れていることと、前記少なくとも１つのセンサ（Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、Ｓ４）、太陽電池、
光トラップ、吸収器又は発光体（ＬＥ）は前記ホログラフィック導波管の近傍の前記フレ
ーム上に置かれることとを特徴とする請求項１２に記載の光学装置。
【請求項１４】
　光を基板内で選択的に伝搬させる方法であって、
　－　基板（１０１、２０１、３０１）と前記基板（１０１、２０１、３０１）の少なく
とも一部を覆うホログラフィック導波管（１０２、２０２、３０２）とを含み、さらに、
　－　その少なくとも１つが前記基板（１０１、２０１、３０１）の表面（１０１ａ、２
０１ａ、３０１ａ）に適合する２つの主面（１０３、１０４、２０３、２０４、３０３、
３０４）及び、
　－　少なくとも第１及び第２の区域（Ｚ１、Ｚ２）であって、前記第１及び第２の区域
（Ｚ１、Ｚ２）の一方に入射する光が前記第１及び第２の区域（Ｚ２、Ｚ１）の他方の区
域の方向に少なくとも部分的に誘導されるように構成された少なくとも第１及び第２の区
域（Ｚ１、Ｚ２）を含む光学物品（１００、２００、３００）を設ける工程と、
　－　前記第１及び第２の区域（Ｚ１、Ｚ２）の一方に到達する光により前記ホログラフ
ィック導波管（１０２、２０２、３０２）を照明する工程と、
　－　前記光を前記ホログラフィック導波管中に選択的に結合する工程と、
　－　前記ホログラフィック導波管内の光線を前記第１及び第２の区域（Ｚ２、Ｚ１）の
他方の区域の方向に誘導する工程と、を含む方法。
【請求項１５】
　前記光学物品（１００、２００、３００）を設ける前記工程は、
　－　感光材（４０２）の層を基板（４０１）上へ塗布する工程と、
　－　コヒーレント光のビーム（Ｂ０）を少なくとも第１及び第２のビーム（Ｂ０１，Ｂ
０２）に分割する工程と、
　－　前記少なくとも第１のビーム及び第２のビーム（ＲＢ，ＯＢ）の重ね合せにより前
記感光材の層（４０２）内に干渉パターンを生成する工程であって、この工程は、
　－　少なくとも第１のビーム（ＯＢ）を前記感光材の層（４０２）中に結合することに
より
　－　前記少なくとも第２のビーム（ＲＢ）によりレンズの外側から前記感光材の層を照
明することにより、行われ、
　前記干渉パターンは前記感光材（４０２）内の少なくとも一周波数に従って空間的に変
化する屈折率変更を誘起する、工程
を含むことを特徴とする請求項１４に記載の方法。
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